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e 観察記録用祇
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(a)東毛少什→白然の家団車場------(0'「地一-{is)

1+1尾根

c 手シャベ,,

（約120分）〈実籠時期．゜夏から秋＞

---{h)テイカカズラの占木�{i)石

切場登：；）口 (a)東毛少｛卜自然の家駐車場

! 
.. 一一... • •••• ー

(1) 葉のつき方を調べよう ［観察地点，゜(f)

平地（平地の草本）／

ここては、 草本の夏のつき方を調へさせ、 策0)

つ笞方が rntを受けやす、9、なっているという見方
地貨断面図

をさせだい。

3. 植物の探険

［ねらし'J 森林の中に育つ草や木の育-)様子を

観察させることによf)、 陰生の草や木、 木Uり芽

生えや-Jる件の柏物が、 弱い日光の中でも適応

して育っていることに気づかせる。

［東毛少年自然り）家周辺で見られる主な植物：

〈木〉

□高木 アカマツ、スギ、ネム／キ、ヤマナラシ

叩高木 —エゴ／キ、 ム予 、i_rキシ�キブ、ネシキ、

l二｝『カキ

-〕低木 ーヤマッツン、 イホグノキ、 ノ＼ ナイカグ、

ノイバ予、 コクサギ

〈下草＞

＼，芦のような木 ク-旺ボケ、 コウヤホウキ、 ヤ

ブロウシ

□ l C 2年芦 アシボソ

コヽ

ママコナ、 ヤブタノ<

1:::キヨモギ

(1)葉の枝へのつぎ方を調べる。

1節に加J枚の虻がついているかを調べ、 次のよ

う江分類するパ複菜の植物は避けることを事前

に指導しておくco l

②互生の菜を見つけて、 間度を晶べるQ

は、 万牛の葉の：茉と葉の間き」を表し、

植物の日光の受け方のエ大を調べることができ

る。（下枝は、茎がねじれて成長することがもる

ので、 ねしれてなし]ものて調べさせる,J

シダ如 ゼンマイ、 ワラビ、 カニクサ、 ヘニ

シタ

く')る植物＼

C木百--·アケI:::'
、
、 エビズル、 キス‘ 夕、 "jイカカ
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（口茅におげる襄の配列の様式は、植物の種、屈、

科など(;)分類」：の特徴となり~〗るものである。

〈参考�［対生と輪生の間度I〉
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□高木や亜高木の枝がのびている力向や葉がつい

ている贔、 下枝が枯れていろ様子などに袢意し

て観察きせるようにする。

②林床に生えている芽生えを見つける。

＿姑の形状を観察きせ、姑の形や葉脈、葉のつき

方を周辺の木と比載させる。

こ芽を折ったりしないようにして観察させる。

\―見ついた棚子の芽生えを次の観点で分類する。

。闘木、亜高木、低木の糧了が林床に落ちた場合

。他から、風や烏によって林内に運ばれた種(の

芽生え

r, ロる植;;:,�口き

・

カ／

ー

観察しよっ c

l観察他点： (h)テイカカズラの古木］

＼口I調べさせたいもののスケッチ図をプリントして

おき、図のように開度を記人させたい。

ロ）対生と輪生については、参考として扱いたい。

森の中で、生えている木や草の様子を調

べよう。L主な観察地点： (f)J行尾根］

ここでは、木本の柿類が多い所（特に陽性落葉

樹がいろいろと見られる）なので、森の構成を調

ベさせ、植物が空間を生かして成育しているとい

う見方をさせていきたい。

①闘木、低木、 戸貰に分け、枝や策のつぎ方の様

fを観察する。

ここでは、同じ木に3本のテイカカズラが券き

つく様（やいくつかのつる植物を観察することが

できるので、植物によって券きつ笞方が遵うこと

に気づかせたい。

るが巻く力向を調べるc

I: から見て、右尻のよ，〗

分けさせる。

、)ろししろな巻苔つき方を

観察すろ。

｀口見-)けたつるの怒ぎつき方を次のような観点で

弁なぎ� 凸巻き

1() 「
観察::: せる。

き-) <器官があるもの］

a 枝が荏きひけとなる

ー。葉の部が巻苔ひげとなる�
3 複葉の先

- . た＜葉

心枝が巻ぎひげとなる

＆複葉の先が巻きひし］

となる
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（カラス／ゴンドウ）

I、ウ

。 た＜葉が巻ぎぴ：『と

なる

(+;-- /しl、1) 1・ ／ゞラ）

サ I 1 

けJ石器官がある］

-)るに吸盤がある（ネナンカズラ 、 マメダオシ）

。巻きぴけの先に吸盤ある

。•")るから根ヵゞ出る

。 つるに吸常かある。

，巻きひけの先に吸盤がある。

夕．,’
 

。-)るから祖lし＼根が出る。

［在ぎつく器官がない］

（ナツズタ）

（キスタ）

,:,� 

'ズ� ク

—ー 。 茫訥だけで巻ぎづく

! （センニチソウ、 しヨドりシ:-Jウ:]")

)つるだけ

（ヘビィチ：＿ー］
、

、 サッマイモ）

。葉柄だけで荏き-) <

。葉柄が他物にからみつく
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湿地：ご生えていろ植物のからだを観察し

ょう。［観察地点．゜(i)石切場登り nJ

このあたりは、 左右がゆるやかな谷間になって

し,re 、 印卜ふ:は樹木がお認し.)かぶさってし)る。所々

に湧水も見られ、湿地生草本が多いのて、根や葉、

茎の様子を観察し、陸地の植物との違いをもとに、

水という環境要素が植物｛こ与える影苦を考えさせ

るよりにしたし八

（『いくつかの情物の恨や葉、茎の様子を観察する。

―次の点に評意して、 観察させる。

C からだ全体がやわらかな作りになっていて し

なやかであること。

。葉の表面にはごく徴小の文起が多数あって、 水

をはじくよりになっていること。

e 根が発達していないこと。

。恨毛が、発達していなし)こと

〈根の違しい

こからだの特徴をもとにして、 植物はまわりの環

境に適応して育っているという をさせる。

ダ類、 コケ炉の植物を観察ずる。

•□生えている場所の特徴をまとめる。

e 湿地のまわり

日光があたらない所
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